

























































































































































^14	  同前掲小林幸夫著書 P35なお、他に「自分」と「女の人」のエロス的な関係性を指摘した先行研究には、冨澤成實(2004)「志賀直哉『網走まで』の深層―「女の人」をめぐるエロスと葬送―」『明治大学人文科学研究所紀要』第50号がある。
^15	  渡辺己(2004)「北アメリカ北西海岸先住民にみる言語とアイデンティティ」小野原信善、大原始子編『ことばとアイデンティティ―ことばの選択と使用を通して見る現代人の自分探し』三元社、P130
^16	  同前掲小林幸夫著書P60
^17	  ある「ある一頁」では「気分」と結びついて均質した言語を基盤に成立した集団、連帯の問題がさらに探究されていく。　　　彼は前年の春一度泊つた事のある四条小橋を下つた所の宿へ行くつもりだつた。車掌が、　　　「何処ですか」といふのに、　　　「よ条小橋」と云つたら、　　　「四条小橋ですか」と直ぐ云ひ直された。彼は何だかみんなが寄つてたかつて乃公を侮辱するのだと云ふ気がして来た。「此調子ぢやあ婆さんの家だつて駄目に決定つてる」さう彼には思はれて来た。彼は尚、幾ら好きでも断られたら自分の性質として悪意を持たずにはゐさうもないと考へると、反つてその事が恐ろしくなつて来た。腹が時々グーッと鳴る。湯で幾らか直つた身体も堪らなくだるくなつた。（七）四条小橋を下った所の宿へ行こうとして飛び乗った電車の中で、「彼」は「四条小橋」を「よ条小橋」と言い、車掌に訂正される。然し、これは単なる〈標準語⁄方言〉、「〈書き言葉（エクリチュール）⁄話し言葉（パロール）」のディスコミュニケーションといった伝達の問題だけではない。前述したように、言語は一集団をひとつにまとめ、その言語がその集団の紋章として働く。地元京都の人々には四条小橋はシジョウコバシという音声である。こうした「言語の紋章機能」によって、車掌は「ヨジョウコバシ」の発音を「異化」し、排除し、「彼」の余所者性があぶり出しにされる。彼は「身体からも気分からも乱れ切つ（七）」てしまうのである。
